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理事長に選出されて 

飽戸 弘 
 このたび、はからずも、日本行動計量学会理事長に

選出され、晴天の霹靂です。本学会の設立は1973年で

すから今年で33年目と言うことになりますが、設立以

来ずっと理事などとして参加してはいましたが、第２

代か、第３代の運営委員長をした時期を除くと、いつ

も中核で働いておられる皆さんの隣でやっと付いて来

た、という気がします。 

通常の学会の大会は1 日か2 日ですが、本学会では

当初から、朝から晩までまる４日、喧々諤々討議が続

き、驚き、感心しながらも、やや辟易していた、と言

うのが実情でした。むしろここ数年は、若いみなさん

の熱気に触れるのが楽しみになり、大会も、理事会も、

せっせと出席するようになった。そんな矢先での理事

長拝命ということで、だいぶ迷ったのですが、選出さ

れた以上、全力で、最後のご奉公をさせていただくつ

もりで承諾しました。よろしくご支援のほどお願いい

たします。 

 役員の改選に当たっては、２期（６年）以上お願い

するのは、過重負担になることを考え、できるだけ多

くの理事の方々に、交代で重責を分担していただくこ

とを第１としました。無事に全委員長、担当理事およ

び事務局長が、４月の第１回の理事会で決定し、承認

され、スタートすることができました。 

 本学会については、大きく統計関連と社会科学関連

とに分けて考えることができるでしょう。そうして見

ると、近年は統計関連の皆さんの方が元気が良いよう

に思う。合宿セミナーも、学会誌に投稿される論文も、

大会発表論文も、統計関連のものが多い。きちんと数

えたわけではないが発足当時は実に多様な社会科学の

分野の皆さんの発表が多かったように思う。政治学、

社会学、心理学、医学・疫学から法学まで、その道の

大家が、実証研究に、データ解析に、大胆に挑戦し、

時にはこんな研究をしている人がいるのか！と驚たり、

感心したりしたものでした。最近の発表には、なんと

なく身内の馴れ合いのような、安心ではあるがあまり

驚きがないように思う。これは私などにはちょっと寂

しい。社会科学関連の諸学会や、外部の研究グループ

の皆さんとの連携で、新しいテーマに果敢に挑戦して

ゆくようなプロジェクトが立ち上げられるとよいと思

っています。そのためには産学協同をもっと推進して

行く必要があるでしょう。その点本学会は応用研究が

多く、産学協同研究をさらに推進して行く可能性は十

分あるはずです。 

本学会でもしばしば会員の高齢化、理事の高齢化な

どが話題になります。学会発足以来３０年経つのです

から高齢化は必然的な成り行きでしょうが、他学会に

比べ、若い会員や若い理事がちゃんと育っているよう

に思います。前期、組織検討委員会で検討しましたが、

政治の世界で「老壮青」の必要性が叫ばれていますが、

本学会はその点、結構うまくバランスが取れていると

思っています。 

 最後に私事で恐縮ですが、本学会は小生にとって、

特別の因縁がある学会です。初代理事長は、私が師と

仰ぐ林知己夫先生、２代目理事長は、小生の指導教官、

肥田野直先生です。30 年経ってその後を継ぐことにな

り、まことに光栄です。 

ある会員が本誌で林知己夫先生のことを回想して、

次のように語っていました。先生は想像を絶するほど

のさまざまな研究領域に興味・関心をお持ちの方であ

ったが、それだけでなく、それぞれの分野で協力者の

中から人材を育てて行かれた、と。まさにその通りで

しょう。だからそれぞれの分野で、われこそは先生の

「一番弟子」と確信しているものが多数生まれたので

はないでしょうか。私などもその一人と思っています。

これで謎が解けたように思います。本学会のことを、

林学会とか数量化学会とか言う人がいましたが、それ
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はさまざまな領域で先生の薫陶を受けた多くの弟子た

ちが、一番弟子たちが、集まって来て、最新の研究成

果を公表し合い議論し合う、これが本学会のスタート

であったと言えるのではないでしょうか。 

 高度に洗練されたスマートな研究報告も結構ですが、

初心に帰って、さまざまな分野での新しいチャレンジ、

奇抜な発想、ユニークなデータ処理など、みんなで持

ち寄って、驚き、時にはあきれ、また感動する、そう

いう楽しい学会になって欲しいと思っています。(あく

とひろし･東洋英和女学院大学学長) 

 

 

 
理事長                 飽戸 弘 
編集委員会委員長            岩坪秀一 
和文誌編集委員会委員長         今泉 忠 
欧文誌編集委員会委員長         大津起夫 
運営委員会委員長            菊地賢一 
広報委員会委員長            前田忠彦 
組織検討委員会委員長          林 文 
大会担当委員会委員長          繁桝算男 
学会史編纂委員会委員長         柳井晴夫 
名誉会員担当理事            岩崎 学 
事務局（庶務・会計担当理事）      吉野諒三 
 

 
和文誌編集委員会・編集委員長 

           今泉 忠(多摩大学) 

この度、日本行動計量学会和文誌「行動計量学」編

集委員長に選任されました今泉 忠でございます。行

動計量学会には、様々な分野の方が、学会の趣旨に賛

同されて学会員となれております。 

 学会が学会員への行うサービスとしてはさまざまあ

りますが、会員の方に対する重要なサービスとして、

よい論文を掲載し、それが皆様の研究に役立つ事があ

るのではないかと考えております。 

 編集委員長としましては、学会誌の質の更なる向上

は、ひとえに会員皆様からの投稿論文に依存すると考

えております。吉野前委員長のご努力により、構築さ

れてきました積極的な論文投稿を可能とする環境をさ

らに整備する所存でございますので、なにとぞ、よろ

しくお願い申し上げます。 

 
運営委員長をお引き受けして 

運営委員長 菊地賢一(東邦大学理学部) 

 このたび、山岡先生より運営委員長を引き継ぐこと

になりました。運営委員会は、学会活動の中で、学会

の活性化に直接結びつく、重要な役割を担う委員会で

す。身に余る大任ではありますが、少しでも学会の発

展の役に立てればと思い、お引き受けいたしました。

もちろん、私一人では背負える任務ではありません。

運営委員をお引き受けくださった先生方と協力して、

精一杯努力したいと思います。 

 運営委員会の主な仕事の一つに、各種シンポジウム、

セミナーなどの企画があります。これらについては、

委員会で意見を出し合いながら、企画を練ります。し

かし、日本行動計量学会が対象している、多種多様に

わたる研究分野のすべてをカバーすることは、到底で

きません。会員の皆様方で、「今こういったテーマが旬

だ」などといった提案がございましたら、ぜひとも、

お近くの運営委員まで遠慮なくお知らせください。な

お、こういった企画も、皆様の参加がなくては成り立

ちません。積極的なご参加を心よりお待ちしておりま

す。 

 また、もう一つの大きな仕事として、小グループ研

究会、地域部会という 2 種類の研究部会への支援があ

ります。おかげさまで、日本行動計量学会の会員は年々

増加しておりますが、それにつれて、こういった研究

部会の活動がますます重要になります。研究助成金は

少額ですが、学会として認められた公式な組織となり

ますので、皆様の研究活動のお役に立つこともあろう

かと思います。募集は、12月ごろから行われますので、

ぜひともご応募ください。 

 
組織検討委員会委員長 

       林 文(東洋英和女学院大学) 

 前委員会では飽戸委員長のもとで、副委員長として、

前期のまとめにありますような事項について検討して

きました。委員長を拝命し、これまで発展してきた学

会が今後も支障なく役割を担っていけるよう、皆様の

ご協力を頼りに、務めさせていただきます。 

学会の設立以来30年あまり経た現在、理事会のメン

バーは選挙によって適切な交代があり、前委員会では

特に改革の必要はないとの結論を出しています。学会

の設立から携わってこられた方々から若い方々まで多
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くの熱心な会員によって学会の発展があり、理事会も

いまのところ選挙によってちょうどよくバランスがと

れ、よく機能しているように思います。しかし、次第

に若い会員が多くなっていることを考えると、運営上、

習慣的に行なってきたことをもう少し明確化すべきと

のご指摘もあり、そうした検討も必要になっているよ

うです。まずは他学会の状況などと比較検討してみた

いと思います。会員の皆様からお気づきのことなどお

聞かせいただくことを期待しております。よろしくお

願い申し上げます。 

 

名誉会員担当 

  岩崎 学(成蹊大学理工学部) 

 2006 年度からの新理事会において，前期に引き続き

名誉会員担当をおおせつかりました．大変重い役目で

精一杯務めさせていただきます． 

 名誉会員というと第一線から退いたという印象があ

りますが，私は「名誉会員＝引退」と考えていません．

むしろ，幅広い知識と見識を持たれ，大所高所からだ

けでなく，自ら進んで学問の牽引車となられるという

イメージがあります．私の専門は統計学で，それは幅

広い行動計量学のスペクトルの中のほんの一部に過ぎ

ません．そこで，様々な方々のご意見を賜り，広い視

野を持って任務を果たさせていただく所存です． 

 前期の理事会ではシニア会員制度が新設されました

が，それとは別に新たな制度も視野に入れています．

名誉会員の先生方から見れば若輩な私ですが，どうぞ

よろしくお願いいたします． 
 

新事務局から 

         吉野諒三(統計数理研究所) 

 新事務局は、改革を目指す。本学会は、当時、林知

己夫会長を中心とする若手の計量的研究者のボランテ

イァの研究会の発展した形で設立された。会員名簿に

も記載されている設立趣意書は、今読んでも、血沸き

踊る学問の情熱が迸るがごとくである。しかしながら、

今となってこの30年以上の歴史を振り返ると、新たな

世紀における行動計量学の発展のために、今、一度、

草創期の世代の息吹を新たな世代が吸収し、新たな展

開を促進することが肝要であろう。理事会も、この数

年、若い世代や女性研究者の育成を図ってきたが、昨

今の学会事務センター問題を初め、他学会との連携や

協力が模索される中で、法律にも関わる体制の不備が

目立つようになった。また、事務局や各委員会は、全

体として、これまで各理事や委員の個人的才覚や資力、

尽力に頼り、個々の方々のご努力の成果に関わらず、

理事会の移行期にはなかなか安定した運営を維持する

ことに困難を見ることもあった。 

事務局としては、林文・組織検討委員会委員長や先

輩諸氏と協力して、会則や諸般の体制の整備、事務局

体制の機能の充実、また事務局や編集委員会等の委員

会の半舷移行体制の検討を図っていこうと思います。

個々の会員の方々が、行動計量学に何を期待するかで

はなく、「行動計量学のために、そして行動計量学会の

ために何ができるか」をお考えいただければ幸いであ

ります。 

事務局連絡先 統計数理研究所内 日本行動計量学

会事務局・吉野研究室 

メイル・アドレス: bsj@office.email.ne.jp 

電話とFAX 03-5412-8767 

入会の申請は、国際文献印刷 

メイル・アドレス: bsj－post@bunken.co.jp  

電話: 03-5389-6209  

FAX: 03-3368-2822 

論文投稿関係は各編集委員会へ 

  雑誌バックナンバー等の購入は 

和文誌 南窓社 電話03-3261-7617 

欧文誌 日本出版貿易 Tel.03-3292-3751 
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和文誌編集委員会 

和文誌編集委員会を終えて 

       吉野諒三(統計数理研究所) 

前回 3 月号を会員の皆様のお手元に届け、私の編集

委員会の役目は終了した。ただし、審査継続中の既投

稿論文は、決着がつくまでは私経由で処理するつもり

である。 

この 3 年は、様々な事件の起きたときであった。欧

文、和文を超えての両編集委員会における協力、補完

作業。学会事務センターの破綻問題に絡む、予算の不

足を文部科学省から和文誌への補助金で補い、結局、

われわれの学会は実質的被害はなかったこと。特に、

和文誌の審査や編集作業はコンピューターネットを活

用し迅速化を図り、また各論文担当員、匿名審査員の

方々にも迅速な審査にご協力をいただいた。これによ

り、10 年ほどに及ぶ慢性的な発刊の遅れを取り戻し、

各号は名目どおりの発刊月に会員へ発送されてきた。

毎年、恒例のように国内外の図書館や関係機関から来

ていた「廃刊したのか」という問い合わせはなくなっ

た。 

審査が迅速化されたことにより、特に若手研究者か

らの投稿が増えた。ただ、その分、内容の良否は別に

して、基本的な投稿の作法や論文の執筆要綱に関する

注意を繰り返すのに苦労した。就職のために学位が必

要、そのために論文が必要という、昨今の悪しき競争

主義の影響をひしひしと感じている。優れた仕事は、

論文のための論文からは生まれない。現実の社会的課

題の解決のための学問、行動計量学の真髄のための学

術誌であることを思い起こして、今後の発展に期待し

たい。 
 

広報委員会 

広報委員長 菊地賢一(東邦大学理学部) 

 まず、日本行動計量学会会報を、2003 年6月号から

2006年3月号まで年4回、定期的に発行した。なお、

掲載広告は4 ページから5 ページとなった。次に、学

会 Web ページについても、定期的な更新を行った。ま

た、学会誌は、欧文誌、和文誌ともに、J-stageにて論

文の PDF ファイルの掲載が開始されている。そして、

2004 年1月より、会員向けメーリングリストの運用を

開始した。2006年3月現在の登録アドレス数は300弱

となっている。 

組織検討委員会 

前委員会まとめ 

組織検討委員会委員長 

飽戸 弘(東洋英和女学院大学) 

 前委員会では、前々委員会からの引継ぎ検討事項と

して、(1)理事選挙、理事長選挙についての検討、(2)

理事長選挙における委任状方式の再検討、(3)各委員会

の委員長・担当理事などの呼称および副委員長を置く

か置かないかの統一、があり、これらについて検討し

ました。その結果、(1)については、理事の高齢化、マ

ンネリ化が危惧されたためですが、選挙結果をみると

30人中12人が入れ替わっており、そのうち新人7名、

また女性も 5 名あり、現選挙制度がよく機能している

といえ、改革の必要はないという結論となりました。

(2)の委任状については、誰に委任するかを明記するこ

ととし、理事会で確認され、選挙に反映されました。

(3)について、副委員長はすべての委員会に置くことと

しましたが、呼称の統一は却って実情にそぐわないこ

ともあり、無理に統一しないこととなりました。その

ほか、新たに、(4)「シニア会員制度」を検討し、理事

会、総会で承認され、2004 年度から発足しました。ま

た(5)「名誉会員」については、年会費を請求しないこ

とを提案し、理事会で承認されましたが、それ以外は

次の委員会で継続審議していくことになりました。 

 
名誉会員担当 

岩崎 学(成蹊大学理工学部) 

 前期の理事会では，木下冨雄，古川俊之の両先生を

名誉会員に推挙いたしました．両先生とも「引退」な

どではなく，それぞれの学問分野で現役としてご活躍

されています．現在の名誉会員の制度には議論すべき

点があるとのご意見も聞いておりますが，私の任期中

は制度を変えることなく，前記の 2 先生方を名誉会員

に推挙させていただきました．制度に関しては，組織

検討委員会と連携を取り，新たにシニア会員制度を設

けました．高齢の会員の経済的負担を少しでも軽減し

ようという制度です． 
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★2006年度小グループ研究会・地域部会応募結果 

かねてより募集しておりました2006年度研究部会と

して、以下の5つの研究部会（新規4件、継続1件）

が採択されました。 

 
◎新規 

＜小グループ研究会＞ 

○サーベイ・メソドロジー（Survey Methodology）

研究会 

代表：松本正生（埼玉大学） 

連絡先：松本正生 

 〒338-8570 さいたま市桜区下大久保255 

 埼玉大学経済学部 

 Tel&Fax: 048-858-3600（研究室直通） 

 E-mail: mmtmt@eco.saitama-u.ac.jp 

 

○認知的統計的意思決定論研究会（CGSTDM） 

代表：繁桝算男（東京大学） 

連絡先：竹村和久（早稲田大学） 

 〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

 早稲田大学文学部心理学教室 

 Tel: 03-5286-3549（直通） 

 Fax: 03-3203-7718（事務室） 

 E-mail: kazupsy@waseda.jp 

 

＜地域部会＞ 

○行動計量学会岡山地域部会 

代表：飯塚誠也（岡山大学） 

連絡先：飯塚誠也 

 〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 

 岡山大学大学院環境学研究科 

 Tel: 086-251-8831 

 E-mail: iizuka@ems.okayama-u.ac.jp 

 
○東北行動計量学研究会 

代表：原純輔（東北大学） 

連絡先：木村邦博（東北大学） 

 E-mail: kkimura@sal.tohoku.ac.jp 

 

 

◎継続 

＜小グループ研究会＞ 

○社会調査研究部会 

代表者：城川美佳（東邦大学） 

連絡先：城川美佳 

 E-mail: pubhmika@med.toho-u.ac.jp 

 

2005年度小グループ研究会・地域部会の活動報告 

 

☆「社会調査研究会」 

代表者・城川美佳(東邦大学医学部) 

本研究グループは、社会調査の標本調査による世論

調査に焦点を当てて、調査の質の確保に関する研究を

行っている。 

個人のプライバシーに対する考え方の変化、個人情

報保護法の施行に伴う自治体などの個人情報開示の変

更などによって、社会調査の実施環境は悪化している

と言われている。こうした調査環境の悪化は、調査参

加を拒否する者の増加や調査参加者の偏りを促し、回

答率の低下につながる。しかしながら、調査の質（調

査結果が母集団の世論を反映しているか）が確保され

たかどうかは回答率のみから検討されており、そのた

め現行の調査では一定以上の回答率の確保にかなりの

重点が置かれているのが実情である。 

調査の質を検討する手法として、回答率などのアウ

トカム評価と、調査企画・実査の各段階における実施

内容から検討するプロセス評価があり、この両者が検

討されていることが必要と考える。そこで、本研究グ

ループでは、1)一定以上の回答率確保のための調査手

法に関する検討、2)適切な質指標の検討、の 2 点から

研究を実施した。 

本年度は計7 回研究会を開催し、国内外で行われて

いる調査から調査の質確保に向けた研究、および実務

における調査の質確保のための活動について、文献調

査および実務者による報告を行った。1)一定以上の回

答率を確保するための調査手法として、国内外では広

くミックスモード（複数の調査手法を併用して調査を

行う）について検討されている。多くの調査研究では、

面接聴取法あるいは留置法と、郵送法を中心として両

者の回答者や回答傾向の比較を行っている。第 3 の手

法として電話法、Web法を組み込んで検討している調査

研究も認められた。いずれの調査研究においても、モ

ードによる回答者に違いがあり、また回答傾向につい

てもいくつかの項目において違いが認められている。



 
 
 
日本行動計量学会会報 第 109・110 号                                         2006 年 9 月 1 日 

 6

2)適切な質評価の指標には、調査企画・実査の各プロ

セスで考慮すべき項目（プロセス評価）、また調査結

果から回答率以外に検討すべき項目（アウトカム評価）

があることが示唆された。前者については調査モード、

サンプリング、調査材料（調査員、調査票など）にお

ける項目が、後者については無回答割合、母集団との

構造比較などが挙げられた。 

今後は、1)の調査手法に関する調査研究を把握する

とともに、2)については実情に見合った質評価指標を

検討する予定である。 

 

☆「岡山地域部会」 

代表者・森 裕一(岡山理科大学) 

 岡山県およびその近隣地域の行動計量学に関する研

究と研究者間の人的交流を積極的に行うべく，最終年

（4年目）である本年度も下記のように計4回の研究会

（第15～18回）を開催した。すべての研究会は岡山統

計研究会と，また，第15～17回は岡山理科大学平成17

年度研究会「地域分析研究会」との共催とした。 

 第 15 回（2005.5.20，データサイエンス－計量経済

分析と e-stat－）は，Wolfgang Hardle 氏（フンボル

ト大）を招き，Statistics in finance and computing

のタイトルで，経済・教育・統計システムに関して講

演をいただいた。第 16 回（2005.10.8，社会調査と社

会調査士）は，垂水共之氏（岡山大），田中潔氏（岡山

商科大）と森が世話人となり，第85回行動計量シンポ

ジウムとして開催した。ここでは，「社会調査士資格」

について，認定機構の代表者，社会調査を仕事として

いる実務者，社会調査士を育てる大学の教育者の三者

の立場から，設立のねらいや現場からの要求，教育で

の問題点などを出し合い，社会調査士をどのように育

てていくかを議論した。全国から 100 名を超える方々

の参加をいただき，有意義な講演と討議ができた。第

17 回（2006.3.7，情報解析と計算環境）では，外国人

研究者Uwe Ziegenhagen氏（フンボルト大学）を含む3

名の講演者に，データ解析の方法論，データの視覚化

の方法，総合的な解析環境についての発表をお願いし

た。最後の第 18 回（2006.3.11，データの分析手法と

その応用）では，これまでと同様，若手を育てること

を目的に，学生セッションを設け，6件の発表の中から

優秀賞1 名とプレゼン賞1 名を表彰した。また，全体

レクチャーとして，3件の講演をお願いした。 

 活動期間である4年をこれで終えたが，年4～5回の

研究会を継続してもつことができ，充実した研究活動

と地域の親睦が図れた。これも，学会の励ましや補助

があってこそと感謝している。今後も何らかの形で岡

山地域の研究を継続・発展させていきたいと思ってい

る。 

（岡山地域部会のWebページは，

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ で，しば

らくこれまでの記録として公開しておきたい。） 

代表連絡先 

 岡山理科大学 総合情報学部 社会情報学科 

 〒700-0005 岡山市理大町1-1 

Phone & Fax: 086-256-9652 

E-mail: mori@soci.ous.ac.jp 

 
☆「東北行動計量学研究会」 

代表者・海野通郎(東北大学) 

 東北行動計量学研究会では、2005 年度、大きな会合

として、国際シンポジウム “Management of Social 

Problems and Justice in Group Contexts” を開催し

た（2006年3月4日、使用言語：英語）。また、日常的

な活動としては、ライフコース研究会や生活環境研究

会など、各種の研究会・勉強会を行ってきた。 

 上記の国際シンポジウム “Management of Social 

Problems and Justice in Group Contexts” は、東北

大学21世紀COEプログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点」公正研究部門との共催で行われ、日本行動計

量学会第86回行動計量シンポジウムとしても位置づけ

られた。大渕憲一氏（東北大学）の司会のもと、社会

的紛争の解決や社会的公正の実現における、当事者集

団内部での社会関係、当事者集団間関係、当事者以外

の第三者の役割を包括する視点から、高橋伸幸氏（北

海道大学）、熊谷智博氏（東北大学）、Tom Postmes 氏

（University of  Exeter）、高田奈緒美氏（東北大学）

の４氏から、それぞれ、実験や調査にもとづく研究報

告が行われた。続いて唐沢穣氏（神戸大学）と木村邦

博氏（東北大学）から、各報告の理論的・政策的イン

プリケーションや計量的分析手法に関するコメントが

提示された。最後に、全体討論が行われた。 

 日常的な活動としては、特に、原 純輔氏（東北大学）

を中心にしたライフコース研究会が、学術資源学との

関係も視野に入れながら、活発に行われた。また、海

野道郎氏（東北大学）を中心にした生活環境研究会で

は、仙台市・名古屋市・水俣市における「家庭廃棄物

（ごみ）に対する住民の意識と行動に関する調査」の

準備を進め、2005年11月に実査を行った。そのほかの
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研究会・勉強会も、地道ながら、継続的に活動が行わ

れている。これらの研究会・勉強会は、次年度以降に

も引き継がれる予定である。 

 

 
☆学会ホームページ更新 

学会ホームページ更新 

 広報委員会にインターネット小委員会を設け、学会

ホームページの更新を行っております。 

 

☆学会メーリングリスト登録のお願い 

 学会では会員の皆様への迅速な情報提供を目的とし

てメーリングリストを用意しております。 

このサービスは、会員の皆様のお役に立つ情報を、メ

ールとしてお届けするサービスです。なお、本サービ

スは、以下のように運用いたします。  

参加者は、会員に限定させていただきます。 

参加登録は、登録される会員の方々ご自身に行ってい

ただきます。 

メーリングリストに送信されるメールは、広報委員会

で承認された内容に限定されます。 

送信される情報は、以下のものとします。 

 各委員会からのお知らせ、大会、シンポジウム、セミ

ナーなどの案内、Web更新のお知らせなど、学会からの

情報 会員の方が出版された著書や、関連学会の大会、

シンポジウムの案内など、会員の皆様からお寄せいた

だいた情報（広報委員会が承認した情報に限ります。） 

その他、広報委員会が適切と認める事項。ただし、企

業広告は、原則として送信しません。 

メールアドレスの登録・削除は、学会ホームページか

ら登録・削除を行ってください。お手数ですが、会員

情報を確認させていただくため、メールアドレスの他

に、氏名と会員番号を入力していただく必要がありま

す。お手元の会員名簿や会報送付の際の宛名ラベル等

をご参照ください。   

登録したメールアドレスをご変更される場合には、お

手数ですが、古いアドレスの削除と新しいアドレスの

登録の二つの作業を行ってください。  

また、本学会から退会の場合もご自分でメールアドレ

スの削除を行ってください。ただし、事務局側の作業

で、退会された会員を適宜削除することがありますが，

ご自分で削除されることを原則としておりますのでよ

ろしくお願い致します。  

なお、広報委員会において、削除の必要があると判断

された場合には、登録されたメールアドレスを削除す

ることがあります。  

メーリングリストへの投稿を希望される方は、その内

容を bsj-pr@office.email.ne.jp 宛にお送り下さい。

広報委員会での承認後、メーリングリストに送信致し

ます。送信させていただく情報は、 サービス内容に記

載されている情報となりますので、ご確認ください。  

なお、安全性の確保のため、添付ファイルの送信は、

原則としてお断りさせていただきます。 お問い合わせ 

このサービスに関するお問い合わせは、日本行動計量

学会広報委員会 bsj-pr@ office.email.ne.jp まで。 

 

 

日本行動計量学会 

平成18年度 第１回理事会 議事録 

 

日時：2006年４月10日(月) 18：00～19：30 

場所：統計数理研究所特別会議室 

出席：飽戸, 足立, 今泉, 植野, 大津, 岡太, 菊地, 

繁桝, 杉山, 鈴木, 千野, 馬場, 林篤裕, 林文, 丸山, 

柳井, 山岡, 柳原(監事), 吉野 

記録：前田 

 

議事 

1. 新理事長挨拶 

 飽戸理事長より就任挨拶があり、統計学系ばかりで

はなく人文・社会科学系の分野の活動を活発化する環

境を整えたい旨の所信が表明された。 

2. 新役員について 

 飽戸理事長より、資料に基づき新役員(委員会委員長, 

担当理事)の委嘱状況の説明があり、審議の結果、下記

の委員長人事が承認された。副委員長は各委員長が原

則１名理事の中から委嘱し４月中に事務局へ報告、各

委員の人事についても委員長に一任されることになっ

た。委員を会員外から委嘱する場合には理事会の承認

を経ることになった。 

編集委員長：岩坪秀一、和文誌編集委員長：今泉 忠、

欧文誌編集委員長：大津起夫、運営委員長：菊地賢一、

広報委員長：前田忠彦、組織検討委員長：林 文、大

会担当委員長：繁桝算男、学会史担当理事：柳井晴夫、

名誉会員担当理事：岩崎 学、事務局長：吉野諒三 
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 なお、事務局については事務の円満な引継ぎや、今

後の半舷交代制等の体制の改革検討に、馬場前事務局

長が顧問として2006年９月まで吉野事務局長の相談役

となることが説明された。広報については、半年間は

前広報担当理事が引き続き行うことの説明がなされた。 

 社会調査士資格認定機構から、理事４名、評議員３

名について全員再任が機構から依頼された経緯が飽戸

理事長より説明された。同機構が来年度に社団法人化

をめざしているため、法人化を機に改めて理事・評議

員を理事会として選出する予定である旨付言された。 

 また追加理事に関し、３月の新理事就任予定者の会

合において、推薦された会員のリストより１名は内諾

済み、４名と交渉中である旨説明された。 

 

3. 第34回大会について 

 実行委員長の丸山理事から、第１号通信が３月末に

会員に送付されたこと、大会開催校側の事務局体制、

およびプログラムの検討状況についての報告があった。

プログラム委員として、吉野理事(委員長)、林(篤)理

事(副委員長)、岡太理事(顧問)が活動中で、今後シン

ポジウムの内容等を検討する予定であることが説明さ

れ、ホームページの内容等に意見があればお寄せ頂き

たい旨の依頼があった。岡太理事より日本分類学会か

らシンポジウムの企画提案がある旨が紹介され、同学

会には共催の形でお願いすることになった。 

 大会の賛助企業募集の方法に関して意見交換を行っ

た。 

 

4. 引き継ぎ事項について 

 各委員会の新旧委員長、担当の新旧理事の間で適宜

引き継ぎを進めることが確認された。なお、対外関係

の担当理事として、横断型基幹科学技術研究団体連合

(通称横幹)の連絡担当委員は今泉理事が、統計関連学

会連合の理事は継続性に配慮し岡太・馬場の両理事が、

それぞれ留任することになった。リスク研究ネットワ

ークについては理事長が代表者となることが確認され

た。 

 

5. その他 

5.1 理事長補佐の委嘱について 

 飽戸理事長より、理事長補佐役を委嘱したい旨の説

明があり、次回までに人選を進めることが提案され、

了承された。 

5.2 その他の事項 

 従来のサイクルでは2006年度内に名簿を作成する必

要があるが、名簿作成時の検討事項として学会の個人

情報保護方針を定める必要性が指摘された。社会調査

士資格認定機構の検討を参考にし、案を検討すること

になった(吉野理事担当)。 

 2006 年度学会賞選考委員長は岡太理事が担当するこ

とになった(同理事は再任であるが、これは理事で功績

賞受賞者から選任するという制約を考慮したものであ

る)。 

5.3 事務局の体制について 

 事務局の今後の体制について意見交換を行い、スム

ーズな引き継ぎを可能とする体制を目指し、吉野理事

と馬場理事(事務局顧問)が関係者と検討しながら、原

案を作成することになった。 

5.4 理事会の開催時期について 

 原則として奇数月の第３月曜日を定例開催日とする

こととした。次回は５月15日(月)統計数理研究所にお

いて開催する。第３回以降は、７月10日(月)、９月12

日(火)：大会２日目、11月20日(月)までの予定を定め

た。時間はいずれも18：00～20：00 

 

 

日本行動計量学会 

平成18年度 第２回理事会 議事録 

 

日時：2006年５月12日(月) 18：00～20：20 

場所：統計数理研究所特別会議室 

出席：飽戸, 朝野, 今泉, 岩崎, 植野, 大津, 岡太, 

菊地, 千野, 西川, 馬場, 林篤裕, 丸山, 森, 柳井, 

柳原(監事), 吉野 

記録：前田 

議事 

1. 議事録承認 

 事前回覧された第１回議事録(案)を承認した。 

 

2. 理事長報告 

 飽戸理事長より、資料に基づき４名の追加理事(木村

邦博, 西川浩昭, 森 裕一, 吉村 宰)の紹介があり、

西川、森両理事から挨拶があった。各委員会の副委員

長選任については報告され、理事長補佐については継

続検討している旨説明があった。未定の副委員長は次

回理事会にて報告、委員の人選は今年度の名簿発行ま

でに固めるよう依頼があった。 
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3. 各委員会報告 

3.1 和文誌編集委員会 

 今泉和文誌編集委員長より、資料に基づき編集委員

会の構成(副委員長は岩崎理事)についての報告、およ

び編集方針に関する説明があった。 

3.2 欧文誌編集委員会 

 大津欧文誌編集委員長より、資料に基づき編集委員

会の構成(副委員長は足立理事)、審理状況、科研費の

交付内定、J-STAGEでのオンライン公開について報告が

あった。 

3.3 運営委員会 

 菊地運営委員長より、資料に基づき運営委員会の構

成(副委員長は植野理事)、第34回大会時のチュートリ

アルセミナーの企画内容について報告があった。 

3.4 広報委員会 

 前田広報委員長より、資料に基づき、広報委員会内

に副委員長２名がそれぞれ担当するインターネット小

委員会(森理事担当)、会報担当小委員会(西川理事担

当)を置き、活動を開始した旨、及び各小委員会委員の

委嘱状況について説明された。森副委員長(インターネ

ット担当)から補足説明があった。 

3.5 組織検討委員会・大会担当委員会 

 林(文)委員長に代わり飽戸理事長より、組織検討委

員会の構成(副委員長は岡太理事、他２名の委員)に関

する説明があった。大会担当委員会については繁桝委

員長に照会中である。 

 

4. 各担当理事報告 

4.1 第34回大会担当 

 丸山担当理事から、第34回大会の準備状況に関する

報告および賛助金募集についての協力依頼があった。 

4.2 学会史担当 

 柳井担当理事から、前期を引き継ぎ次年度学会35周

年を期に委員会への拡充を視野に入れた活動を行いた

い旨の報告があり、次回理事会にて提案されることに

なった。 

4.3 名誉会員担当 

 岩崎担当理事より、候補者の検討状況が報告され、

次回理事会で審議することになった。 

4.4 学会賞担当 

 岡太担当理事(2006年度)より、賞の推薦については、

現時点で確定している理事および各委員会委員に文書

にて依頼する旨が報告された。委員の選任は岡太理事

に一任された。委員名は非公開とする。 

5. 庶務担当関係(報告・審議事項) 

5.1 2005年度決算および2006年度予算 

 吉野担当理事(事務局長)から次回理事会に2006年度

予算案を提示予定である旨説明があった。馬場理事(前

事務局長)から資料に基づき 2005 年度の決算案作成に

ついての中間報告があった。会計年度と理事会任期の

解釈、監査の時期について意見交換を行った。 

5.2 他学協会等への対応 

 第９回日中統計学シンポジウムへの後援、第26回医

療情報学会連合大会への協賛(本件の学会側担当を岩

崎理事とする)を承認した。 

 吉野事務局長より、前期理事会に倣い、学協会等へ

の協賛については経済的な負担がなく特に審議を要さ

ないと判断される場合に、事務局で回答し理事会には

事後報告とする方針が提案され、了承された。 

 国立情報学研究所の NII-ELS 登録コンテンツの抄録

情報無料一般公開についての依頼について許諾するこ

とが承認された。 

5.3 入退会 

 資料に基づき13名(正会員９名、準会員４名)の入会

希望者を承認した。吉野事務局長より、11 名(正会員

10名、準会員１名)の退会に関する報告があった。一部

入退会希望者についての確認を行うことになった。逝

去退会者を確認した。 

5.4 横断型基幹科学技術研究団体連合について 

 今泉担当理事より、４月25日に開催された横幹連合

総会での議題、特に同連合の NPO 法人化等について報

告があった。副担当の理事の人選は今泉理事に一任さ

れた。同連合への情報発信の方向性について意見交換

を行った。 

5.5 社会調査士資格認定機構への対応について 

 岡太担当理事より、資料に基づき、社会調査士資格

認定機構の理事会における公益法人化に関する検討状

況について報告があり、趣意書、定款等の案文作成が

進められている旨の説明があった。飽戸理事長より補

足説明があり、岡太理事、飽戸理事長より、同機構と

の関わり、会員の種別や出資金に対する考え方、事業

計画の適切性の評価等、本学会として今後考慮すべき

事項について説明された。以上に基づき意見交換を行

い、今後機構側の検討伸展と平行し、学会側でも次回

理事会で継続して意見交換を行うことになった。 

 

6. その他 

6.1 理事会メーリングリストについて 
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 前田広報委員長より理事会メーリングリストの運用

準備中である旨報告された。 

6.2 次回理事会の開催時期について 

 第３回理事会を７月10日(月)18：00～20：00に統計

数理研究所において開催する。 

 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆日本言語学会第132回大会 

会 期:2006年6月17(土),18日(日) 

会 場:東京大学駒場キャンパス 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/lsj2/ 

 
☆日本マーケティング・サイエンス学会第79回研
究大会 
会 期: 2006年年6月24日(土),25(日) 
会 場: 摂南大学・寝屋川キャンパス 
照会先: 日本マーケティング・サイエンス学会事務局 
〒530-0005 大阪市北区中之島6-2-27 中之島センター
ビル31F 
E-mail: JIMS@jma-jp.org 
TEL: 06-6448-7888 FAX: 06-6448-1073 
http://base.econ.osaka-u.ac.jp/~nakajima/jims/ 
 

☆第62回音声言語情報処理研究会(SIG-SLP) 
会 期: 2006年7月7日(金)・8日(土) 
会  場: 鳴門温泉・ルネッサンスリゾートナルト(〒
772-0053 徳島県鳴門市鳴門町土佐泊浦字大毛16-45) 
照会先:松原茂樹(名古屋大学) 

E-mail:matubara@itc.nagoya-u.ac.jp 

 

☆日本女性心身医学会（第35回）  

会  期: 2006年7月9日(日)  

会  場: 大宮ソニックシティ･さいたま市  

照会先:獨協医科大学越谷病院産科婦人科内 

TEL: 048-965-8597  FAX（048）965-1751  

http://www.jspog.com/  

 

☆比較社会科学国際コンファレンス 
会 期: 2006年7月15(土),16日(日) 
会 場: 上智大学 
照会先:比較社会科学国際コンファレンス事務局 

E-mail: comparative@e-mail.jp 

 

☆The 26th International Congress of Applied 

Psychology 
会 期：2006年 7月16日(日)～21日(金) 
会 場：Athens, Greece 
照会先： International Association of Applied 

Psychology 
E-mail: iaap@psi.ucm.es 
http://www.iaapsy.org, 
http://icap2006.com/index.php 
 

☆(日本医療情報学会看護部会)看護情報研究会

（第7回）  

会 期: 2006年7月16日(日),17日(月・祝) 

会 場： 神戸市・神戸市産業振興センター  

照会先: 神戸大学医学部附属病院 

TEL: 078-382-5111 

http://square.umin.ac.jp/jami-ns/  

 

☆日本災害看護学会（第8回）  

会 期: 2006年7月28日(金),29日(土)  

会 場: 東京・東京国際交流館  

照会先: 日本赤十字看護大学 小原 真理子 

TEL: 0422-39-7546(内129)  

http://www.jsdn.gr.jp/  

 

☆日本医学教育学会（第38回）  

会  期: 2006年7月29日(土),30日(日)  

会 場: 奈良県新公会堂(奈良市)  

照会先: 奈良県立医科大学教育開発センター 吉田 

修 

TEL: 0744-29-8832  FAX: 0744-22-3072 

E-mail: mededu@naramed-u.ac.jp  

http://www.naramed-u.ac.jp/~kaihatsu/kyouiku.htm

l  

☆日本認知心理学会第４回大会 
会 期: 2006年8月1日(火),2日(水) 
会 場: 中京大学名古屋キャンパス(〒466-8666 名古
屋市昭和区八事本町101-2) 
照会先:日本認知心理学会 第4回大会準備委員会 
E-mail: cogpsy2006@cnc.chukyo-u.ac.jp 
http://www.chukyo-u.ac.jp/cogpsy/index.html 
 
☆日本認知科学会第23回大会 
会 期: 2006年8月2日(水)～4日(金) 
会 場: 中京大学八事キャンパス(名古屋市八事本町） 
照会先:第23回日本認知科学会大会事務局  
E-mail: jcss2006-org@jcss.gr.jp 
http://jcss.gr.jp/meetings/JCSS2006/index.html 
 
☆第32回看護研究学会学術集会 
会 期:2006年8月24日(木),25日(金) 
会 場:B-con Plaza(別府市) 
照会先:第32回看護研究学会学術集会事務局 〒
879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ丘1-1 大分大学
医学部看護学科内 
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TEL & FAX 097-586-5074 
E-mail: jsnr32@med.oita-u.ac.jp 
http://www.med.oita-u.ac.jp/jsnr32/ 
 
☆第18回社会言語科学会大会 
会 期: 2006年8月26日(土),27日(日) 
会 場: 北星学園大学 
照会先: 社会言語科学会事務局 
http://www.jass.ne.jp/ 
大会ヘルプデスク：jass-desk@bunken.co.jp 
 
☆日本テスト学会第4回大会 
会 期: 2006年8月26日(土),27日(日) 
会 場: 東北大学川内北キャンパスマルチメディア教
育研究棟 
照会先: 日本テスト学会第4回大会実行委員会事務局 
〒980-8576 仙台市青葉区川内28 東北大学高等教育推
進センター高等教育開発部入試開発室 倉元研究室内 
TEL: 022-795-4814   FAX: 022-795-4815 
Email: jart2006@ei.tohoku.ac.jp 
 
☆2006年第6回日本・中国経済統計学国際会議 
会 期: 2006年8月28日(月)～31日(木) 
会 場: 名古屋商科大学大学 
http://www.nucba.ac.jp/006.html 
照会先: 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/ses/cjconfe2006.html 
 
☆2006年度統計関連学会連合大会 
会 期: 2006年9月5日(火)～8日(金) 
会 場: 東北大学川内キャンパス 
主 催: 応用統計学会・日本計量生物学会・日本統計
学会 
協 賛: 日本行動計量学会・日本計算機統計学会・日
本分類学会 
照会先: http://www.jfssa.jp/taikai/ 
E-mail: taikai2006@jfssa.jp 
同連合大会内での市民講演会 
日時：2006年9月5日(火) 17:00-19:00  
場所：大会会場  
参加費：無料  
テーマ：「人口減少と少子高齢化の社会と経済 － 統
計データで読む21世紀の日本 －」 
 
日本オペレーションズ・リサーチ学会第56回シン
ポジウム 
会 期: 2006年9月11日(月) 
会 場: 愛知大学 車道(くるまみち）キャンパス 

照会先: 社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ

学会 

〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16 学会センター

ビル3F 

E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp 

TEL: 03-3815-3351(代),  FAX: 03-3815-3352 
http://homepage2.nifty.com/or-chubu/symposium200

6/symposium.html 
 
☆日本オペレーションズ・リサーチ学会平成18
年秋季研究発表会 
会 期: 2006年9月12日(火),13日(水) 
会 場: 愛知大学 車道（くるまみち）キャンパス 
照会先: 社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ
学会 
〒113-0032 東京都文京区弥生2-4-16 学会センター
ビル3F 
E-mail:jimukyoku@orsj.or.jp 
TEL: 03-3815-3351(代),  FAX: 03-3815-3352 
 http://homepage2.nifty.com/or-chubu/symposium20
06/index.html 
 
☆経済統計学会第50回全国研究大会 
会 期: 2006年9月16日(土),17日(日) 
会 場: 大阪経済大学 
 http://wwwsoc.nii.ac.jp/ses/  
 
☆日本教育心理学会第48回総会 
会  期: 2006年9月16日(土)～18日(月) 
会  場: 岡山コンベンションセンター 
照会先: 日本教育心理学会第48回総会準備委員会 
岡山大学教育学部内 
〒700-8530 岡山市津島中三丁目１番１号 
TEL: 086-251-7721,または7704 FAX: 086-251-7721 
E-mail: kyosin48@cc.okayama-u.ac.jp 
http://ed-www.ed.okayama-u.ac.jp/jaep48/index.ht
ml 
 
☆社会心理学会大会(第47回大会) 
会  期: 2006年(平成18年)9月17(日),18日(月) 
会  場: 東北大学 川内北キャンパス 
照会先: 日本社会心理学会第 47 回大会準備委員会(事
務局代表 辻本昌弘) 
〒980-8576 仙台市青葉区川内27-1 
東北大学大学院文学研究科 心理学研究室内 
FAX：022-795-3703 
E-mail: jssp2006@sal.tohoku.ac.jp 
http://db1.wdc-jp.com/jssp/conf/jssp2006/ 
 
☆第30回日本神経心理学会総会 
会  期: 2006年9月22日(金)，23日(土) 
会  場: 名古屋国際会議場(〒456-0036 名古屋市熱
田区熱田西町1番1号) 
http://www.psy.sis.nagoya-u.ac.jp/jns2006/ 
 
☆第42回数理社会学会 
会 期：2006年 9月23日(土)，24日(日) 
会 場：明治学院大学 
照会先：数理社会学会ホームページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/ 
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☆計量国語学会第50回大会 

会  期: 2006年9月30日(土) 午前10時～午後5時半 

会  場: 独立行政法人 国語研究所2階、講堂  

第50回記念大会として、午前中に講演会、午後に研究

発表会というスケジュールを予定しております。  

 

☆日本音声学会日本音声学会創立80周年記念式

典 2006年度(第20回)全国大会 

日  時: 2006年(平成18年)9月30日(土),10月1日(日)   

会  場: 順天堂大学 本郷キャンパス  

照会先: 大会運営委員長  須藤 路子(順天堂大学)   

〒113-8421 東京都文京区本郷2-1-1 

http://www.juntendo.ac.jp/med/access.html  

 

☆日本心理学会創立80周年記念式典・祝賀会 
会 期： 2006年 10月1日(日) 
会 場： 赤坂プリンスホテル 別館 5Ｆ ロイヤルホー
ル 
照会先：(社)日本心理学会事務局 〒113-0033 東京都
文京区本郷5-23-13 田村ビル７F  
TEL: 03-3814-3953  FAX: 03-3814-3954 
E-mail: psychj@ceres.ocn.ne.jp 
http://www.psych.or.jp/ 
 

☆日本比較政治学会第9回大会 

会 期:2006年10月7(土),8日(日) 

会 場: 立教大学 

照会先: 

E-mail:jacp@j.u-tokyo.ac.jp 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jacp/index.shtml 

 

☆2006年度日本語教育学会秋季大会 

会  期: 2006年10月7日(土)，8日(日) 

会  場: 熊本県立大学(熊本市月出3-1-100) 

主  催: (社)日本語教育学会／共催: 熊本県立大学 

参加費(含予稿集): 会員 4,000 円, 一般5,000 円／懇

親会費 3,000円 

参加申込: 大会当日受付でお申し出ください 

連絡先：090-1999-3315(当日のみ) 

照会先: 〒101-0065 東京都千代田区西神田2-4-1（財）

東方学会新館２階  

電話 03-3262-4291 FAX 03-5216-7552  

E-mail: office@nkg.or.jp  

業務時間: 月曜日～金曜日/10:00～18：00 

 

☆日本パーソナリティ心理学会第15回大会 

会  期: 2006年10月7日(土),8日(日) 

会  場(主催校): 東京富士大学 

照会先: 〒169-0075 東京都新宿区高田馬場3-8-1東京

富士大学 日本パーソナリティ心理学会第15回大会準

備委員会 

FAX：03-5386-3456 E-mail：ukiya＠fuji.email.ne.jp 

 

☆社会・経済システム学会 第25回大会 

会 期:2006年10月14日(土),15日(日) 

会 場:神戸大学(六甲台キャンパス)(〒657-8501 神

戸市灘区六甲台町2-1) 
照会先:社会・経済システム学会第25回大会実行委員
会 
E-mail:jasess@fuji.u-shizuoka-ken.ac.jp 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jasess/ 
 
☆第65回日本公衆衛生学会総会 
会 期: 2006年10月25日(水)～27日(金) 
会 場:: 富山県民会館,富山国際会議場 
照会先: 第65回日本公衆衛生学会総会事務局 〒
930-6501 富山市新総曲輪1-7富山県厚生部医務課 
TEL: 076-444-3218, FAX: 076-444-3495 
http://www.isph.jp/ 
 
☆第53回日本栄養改善学会学術総会 
会 期: 2006年10月25日(水)～27日(金) 
会 場:: つくば国際会議場(茨城県つくば市竹園
2-20-3) 
照会先: 第53回日本栄養改善学会総会事務局(担当： 
高村洋二) 〒310-0034 水戸市緑町3-5-35 (社)茨城県
栄養士会内 
TEL: 029-228-1152, FAX: 029-228-4271 
E-mail: kaizen53ibaraki@miracle.ocn.ne.jp 
http://www18.ocn.ne.jp/~kaizen53/right2.htm/ 
 
☆日本計算機統計学会第20回シンポジウム 
会 期: 2006年10月26日(木)，27日(金) 
会 場: 東京大学医学部鉄門講堂 
照会先: 日本計算機統計学会ホームページ 
http://www.jscs.or.jp 

 

☆第79回 日本社会学会大会 

会 期: 2006年10月28日(土),29日(日) 

会 場: 立命館大学 

照会先: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/ 

 

☆日本健康科学学会第22回学術大会 

会 期: 2006年10月27日(金),28日(土) 

会 場: 仙台国際センター(〒980-0856 仙台市青葉区

青葉山) 

照会先: 大会事務局 東北大学経済学研究科地域イノ
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ベーション研究センター 

TEL: 022-795-3108  FAX: 022-795-6321(事務局宛) 

E-mail: kenkou22sendai@econ.tohoku.ac.jp 

 

☆第26回医療情報学連合大会(第7回日本医療情

報学会学術大会) 

会 期: 2006年11月1日(水)～3日(金) 

会 場: 札幌コンベンションセンター(〒003-0006 札

幌市白石区東札幌6条1丁目) 

照会先: 大会事務局 〒060-8648 札幌市北区北14条西

5丁目 北海道大学病院 医療情報部 

TEL: 011-706-6017  FAX: 011-700-5608 

E-mail: jcmi2006@med.hokudai.ac.jp 

http://jcmi2006.med.hokudai.ac.jp 

 

☆日本心理学会第70回大会 
会 期：2006年 11月3日(金)～5日（日） 
会 場：福岡国際会議場 
照会先：日本心理学会第70回大会準備委員会（担当：
中村，大沼） 〒812-8581 福岡県福岡市東区箱崎
6-19-1 九州大学文学部心理学研究室内 
TEL ：092-643-4500,  FAX ：092-643-4505 
E-mail: jpa70@psych.or.jp 
http://db1.wdc-jp.com/jpa/conf2006/ 

 

☆第71回日本民族衛生学会総会 

会 期: 2006年11月9(木),10(金) 

会 場:沖縄県立看護大学 

〒902-0076 沖縄県那覇市与儀1-24-1 

照会先：沖縄県立大学母子保健看護研究室（担当：前

田和子） 

E-mail: maeda@okinawa-nurs.ac.jp 

http://www.edu.okinawa-nurs.ac.jp/jjhhe71/index.

html 
 

☆日本方言研究会第83回研究発表会 

会  期: 2006年11月10日(金) 

会  場: 岡山大学(岡山市) 

照会先: 〒739-8524 広島県東広島市鏡山一丁目1-1 

広島大学大学院教育学研究科 江端義夫研究室 気付 

日本方言研究会事務局 

郵便振替口座 00100-5-78102 (日本方言研究会) 

E-mail:hougen_jim@yahoo.co.jp  

 

☆日本リスク研究学会第19回秋季研究発表会「リ

スク評価に基づく意思決定支援研究の展開」 
会 期：2006年 11月11日(土)，12日(日) 

会 場：産業技術総合研究所 つくば中央事業所共用
講堂 
〒305-8561 茨城県つくば市東1-1-1 中央第1 
TEL 029-861-2130（中央第1） 

照会先：東海明宏（産業技術総合研究所 化学物質リス

ク管理研究センター） 

TEL:029-861-8402（実行委員会） FAX:029-861-8411 

E-mail:sra2006@riskcenter.jp 
http://risk.bosai.go.jp/sraj2006/index.html 
 

☆日本語学会2006年度秋季大会 

会  期: 2006年11月11日(土)・12日(日)  

会  場: 岡山大学（〒700-8530岡山市津島中1-1-1）  

照会先: 日本語学会事務室 

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-13-7 日吉ハイツ

404 

TEL・FAX  03-5802-0615 

E-mail office@jpling.gr.jp   
 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム2006（通

称：じんもんこん2006） 

会  期: 2006年12月14日(木）、15日(金) 

会  場: 同志社大学 今出川キャンパス(京都市)「寒

梅館」 

http://www.doshisha.ac.jp/access/ima_access.html 

パネルディスカッション「文化情報学のパースペクテ

ィブ」 

特別講演会: 荒俣宏氏「世界は珍奇の殿堂である－ ヴ

ンダーカマーと目の快楽－」 

懇親会: 12月14日(木)18:45～ 

懇親会会場：SECOND HOUSE will（同志社大学寒梅館７

階）※いずれも論文集代を含む(論文集のみ: 3,000円) 

※特別講演会のみ 一般:1,000円，学生:500円(当日の

み) 

【問い合わせ先】 

じんもんこん2006事務局 

同志社大学文化情報学部阪田研究室 

E-Mail:chs06@mail.doshisha.ac.jp 

TEL&FAX:0774-65-7703 
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公募・求人情報 
本コーナーでは計量的手法や社会調査，統計学と関
係が深いと思われる公募を中心に，公募情報を抜粋し
て紹介します。以下の公募は， 応募期限の早い順に並
んでいます。公募情報の詳細については，公募元にご
確認下さい。  
なお，研究者の公募情報は，例えば独立行政法人科
学技術振興機構の「研究者人材データベース
(JREC-IN)」で参照することができます。URL は下記の
通りです。ご活用をお勧めします。 
http://jrecin.jst.go.jp/ 
 以下には上記 JREC-IN に含まれていない公募情報も
掲載されている場合があります．原則として，本学会
に直接広報依頼のあった公募については詳細に情報を
記載します。 
 

☆関東学院大学文学部現代社会学科 
1. 職名・人数：教授，助教授または講師 1名 
2. 所属：文学部現代社会学科 
3. 研究分野：社会学（教育社会学）を主要な研究領
域とする者 
4. 担当科目：「社会学概論」「教育社会学」「社会調
査演習」等の専門科目および専門ゼミナール 
5. 応募資格：以下の条件をすべて満たす者  
(1）大学院博士前期（修士）課程修了後3年以上も
しくはこれと同等以上の研究歴を有する者。 
(2）専門分野に関する著書または研究論文を3点以
上有する者。 
(3）採用時45歳以下の者が望ましい 
6. 採用時期：2007年4月1日 
7. 選考方法：第1次審査（資格審査）  
主として応募資格審査  
第2次審査(業績審査）  
専門分野の内容及び関連業績の有無、大学での
教員歴、審査対象論文の審査  
第3次審査（面接）  
現代社会学科所属教員との面接  
第4次審査（面接）  
理事長、学長、学部長との面接 
8. 応募締切：2006年6月30日 
9. 照会先：236-8502 神奈川県 横浜市金沢区釜利谷
南 3-22-1 関東学院大学文学部庶務課長 原 勝
利  Tel: 045-786-7179 Fax: 045-784-6612 

  Email: hara@kanto-gakuin.ac.jp 
 

☆早稲田大学文学学術院専任教員公募 
1. 職名・人数：教授, 助教授, 講師 1名 
2. 所属： 早稲田大学文学学術院 
3. 教育： 担当予定科目  
社会学演習（計量社会学）、社会統計学、社
会学演習（調査実習）、社会学研究 （社会分
析の実際）、社会学演習（卒業論文）、データ
解析（量的分析）、社会調査法など（2007 年
度開設の文学部と文化構想学部、ならびに両
学部が完成年度に達するまでの第一文学部
と第二文学部の科目など） 。なお、大学院
の科目を担当する可能性がある 

4. 研究分野：「計量社会学・社会統計学・社会調査
法」関連分野 
5. 応募資格： 
（１）博士学位の取得者もしくはそれと同等の学
識・業績を有する者  
（２）査読つき学術雑誌に採択された学術論文（単
著または筆頭著者）を有する者 

6. 採用時期：2007年04月01日 
7. 選考方法： 
選考日程  
（１）第一次選考  
選考結果は２００６年７月末までに応募者宛に通知
します。  
（２）第二次選考  
７月下旬以降（詳細は第一次選考通過者に通知しま
す） 
8. 提出書類： 
（１）「早稲田大学文学学術院教員応募履歴書」（下
記 URL からダウンロードしてください）１通 そ
のうち「研究業績欄」については、以下の方式で
記入のこと。  
１）査読つき論文、２）それ以外の論文、に区分
けし、さらに①単著、②筆頭著者、③共著に分け、
それぞれを年代順に記載 
なお、「研究業績」欄の電子媒体（フロッピーディ
スクまたはCDR）もあわせて提出のこと  
（２）「研究概要」１通  
研究・教育歴との関連や着任後の研究計画をＡ４判
２ページ以内にまとめること  
（３）「代表的研究業績の現物」  
研究業績のうち代表的なもの（コピー可）５点以内
を提出のこと  
＊応募書類の封筒のおもてに、必ず「②計量社会学・
社会統計学・社会調査法応募書類在中」と朱書き
してください。  
＊応募書類は原則として返却いたしません。著書な
どの返却を希望される場合には、切手を貼った封
筒（あて先記入済み）、あるいは宅配便の着払い
の用紙（必要事項記入済み）を応募の際に同封し
てください。  
＊「早稲田大学文学学術院教員応募履歴書」と「早
稲田大学文学学術院教員応募履歴書の記入方法」
は、下記URLからダウンロードしてください。  
「早稲田大学文学学術院教員応募履歴書」は必ず所
定のものをご使用ください。  
応募書類は書留で次の送付先まで郵送してください。  
〒162-8644 東京都新宿区戸山１－２４－１  
早稲田大学 文学学術院 人事委員会事務局 
http://www.littera.waseda.ac.jp/littera/li/kobo/d
ata/index.html 
9. 応募締切：2006年06月30日必着（締切厳守） 
10. 問合せ先：  
 Email: bungaku-koubo@list.waseda.jp 
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☆公立はこだて未来大学システム情報科学部 
1. 職名・人数：教授、助教授または講師  若干名 
2. 所属：システム情報科学部（情報アーキテクチャ
学科） 
3. 研究分野：認知科学（次のいずれかの領域）  
 知覚・運動・表象・学習・言語などの認知心理学
領域、コミュニケーション・インタフェースなど
の認知科学領域、人工知能・認知ロボット・脳の
計算論などの情報科学領域 
4.. 教育： 
担当科目：認知心理学および演習、認知科学、発達
と学習、心理学、認知システム 論、人工知能プ
ログラミング、ニューロコンピューティングのう
ち演習を含む 4 科 目程度と、認知システム通論
（大学院）または心理統計（大学院）など  
5. 応募資格：  
・年齢50歳以下が望ましい  
・学位(博士)を有するか、2007年3月末日までに取
得可能な方  
・大学院における教育および研究指導の能力を有す
る方 
6. 採用時期：原則として2007年４月１日 
7. 選考方法： 選考の過程（９月頃）で、講演をお
願いすることがあります。 
8. 応募締切：2006年7月31日(月) 必着 
9. 照会先：041-8655 北海道 函館市亀田中野町116
番地 
公立はこだて未来大学 情報アーキテクチャ学科長 
高橋 修 
Tel: 0138-34-6225 
Email: osamu@fun.ac.jp 
 
☆筑波大学大学院人文社会科学研究科社会科学
専攻社会学分野 講師公募 
1. 職名・人数：講師（１名） 
2. 所属：筑波大学大学院人文社会科学研究科社会
科学専攻社会学分野 
3. 教育：第一学群社会学類、社会・国際学群社会
学類、人文社会科学研究科社会科学専攻  
4. 研究分野：人間関係論、現代社会論（社会調査
実習を担当できる者） 
5. 応募資格：1)博士課程修了者またはそれと同等
以上の研究・教育能力を有すること. 2)採用時に
おいて原則として 35 歳未満であることが望まし
い  
6. 採用時期：2007年4月1日（予定） 
7. 応募書類 
1)履歴書（書式は自由）  
  学位の有無・名称、所属学会を記入すること  
2)研究業績一覧（書式は自由）  
3)主要業績５点  
  抜き刷りまたはコピーでも可  
8. 応募締切：2006年10月31日（消印有効） 
9. 提出先: 〒305-8571 茨城県つくば市天王台
1-1-1 
筑波大学大学院人文社会科学研究科社会科学専
攻  
専攻長 好井裕明  
（注）応募書類は、封筒の表に「教員採用人事応
募・社会学」と朱書きし、書留郵便で送ること。 
応募書類、主要業績は返却いたしません。 
10. 問合せ：奥山 敏雄（筑波大学大学院人文社会科
学研究科社会科学専攻教授） 
E-mail:okuyama@social.tsukuba.ac.jp 
TEL: 029-853-4247  FAX: 029-853-4098 

☆国立社会保障・人口問題研究所社会保障研究部

門任期付研究員(厚生労働技官・研究職)公募 

1. 職名･人数: 非常勤研究員(厚生労働技官･研究職) 2

名 

2. 所属: 国立社会保障･人口問題研究所社会保障研

究部門 

3. 業務内容 

 (1) 研究者Ａ 

  次世代育成支援など社会保障に関わる就労や子

育てのあり方に関する経済学的研究 

 (2) 研究者Ｂ 

  経済モデル(例えば、マクロ計量モデル、財政シ

ミュレーションモデル、世代重複モデルなど)を用い

た分析等による社会保障の機能や国民経済との関係

に関する研究 

4. 応募資格: 

 (1) 研究者Ａ 

  1) 大学院博士課程において、次世代育成支援の

観点から我が国の社会保障に係るマクロデータ又は

マイクロデータを用いた実証分析に関する専門的知

識・技術を有し、博士課程単位取得者か、またはこれ

と同等の研究実績を有すること。 

   2) 専攻学問分野の学会・研究会等における活動

成果または研究実績を有すること。 

   3) 国内外の社会保障問題に深い関心を有する

とともに、年金・医療・福祉等に関する研究分野につ

いて広範な知識を有すること。 

   4) 年齢は40歳位まで。 

 (2) 研究者Ｂ 

   1) 大学院博士課程において、経済モデルを用い

た我が国の社会保障に係る実証分析に関する専門的

知識・技術を有し、博士課程単位取得者か、またはこ

れと同等の研究実績を有すること。 

   2) 専攻学問分野の学会・研究会等における活動

成果または研究実績を有すること。 

   3) 国内外の社会保障問題に深い関心を有する

とともに、年金・医療・福祉等に関する研究分野につ

いて広範な知識を有すること。 

  4) 年齢は40歳位まで。 

5. 採用形態及び勤務条件 

 「一般職の任期付研究員の採用、給与及び勤務時間

の特例に関する法律」(以下「任期付研究員法」とい

う。)第３条第１項第１号に基づく任期３年（常勤）

の任期付研究員(室長級)または同法第３条第１項第
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２号に基づく任期２年(常勤)の任期付研究員（研究

員）。 

 勤務条件、休暇等については「国家公務員法」、「一

般職の職員の勤務時間、休暇等に関する法律」等に基

づく。給与に関しては、「任期付研究員法」第６条第

１項または第２項に定めるところによる。 

6. 応募書類 

 1) 履歴書(本人自筆押印、写真貼付) 

 2) 学部及び大学院成績表 

 3) 業績調書(著書、論文、学会報告のリスト) 

 4) 主要著書、論文(５本以内)のコピーとその要旨

(各1,000字以内) 

 5) 当研究所に採用された場合の研究計画(2,000

字以内) 

※ 送付封筒等の外側に、「社会保障研究者Ａ」もし

くは「社会保障研究者Ｂ応募書類」と必ず記入のこと。 

7. 応募期限: 平成18年10月30日(月)(必着) 

8. 選考方法: 書類選考を行った後、面接試験を行う。 

9. 採用予定日: 平成19年１月１日(月) 

ただし、採用予定者の事情等により採用日を１月１日

以降とすることがある。 

10. 採用後の勤務予定地: 東京都千代田区内幸町

2-2-3 日比谷国際ビル６階 

11. 書類送付及び問い合わせ先 

 〒100-0011 東京都千代田区内幸町2-2-3日比谷

国際  ビル６階 国立社会保障・人口問題研究所 総務

課庶務係 電話 03-3595-2984(ダイヤルイン） 

 

☆お茶の水女子大学/COE任期付研究員（ポスド

ク研究員・非常勤）募集 

1. 職名・人数: COE研究員(任期付ポスドク研究員) 

１名 

2. 所属: お茶の水女子大学ジェンダー研究センタ

ー 〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1 

    3. 研究分野: 社会科学全般, 複合新領域ジェン

ダー 

4. 研究内容 

(1) パネル調査の企画・実施・データ作成および

分析にかかわる諸活動。 

(2) プロジェクトBが主催する研究会等の企画と

運営および報告書などの編集業務。 

(3) F-GENSパネル調査データを用いた研究成果の

発表。 

5. 待遇: 本学「COE研究支援者取扱要項」の給与

規定に従う(時給1800円程度)。交通費支給。給与

は時給で月払い。原則として週24時間程度 

6. 応募資格 

1) ジェンダーの視点を持ち社会調査および統計

分析に関心と実績がある人。 

2) 博士の学位を有する者、またはそれと同等の

研究実践の業績を持つ者(大学院在学のまま、ま

た学術振 興会特別研究員等の身分を有するまま、

この職に就くことはできない）。 

3) 中国または韓国の社会経済に関心がある人。 

4) 年齢・性別・国籍は問わない。 

7. 着任(採用)時期: 2006年12月01日予定 

8. 応募書類 

  1) 履歴書(市販のものまたはそれに準じて自ら

作成したもの、連絡先のメールアドレスを明記) 

2) 研究業績一覧、およびその現物（最近の主要業

績 3点以内、コピーも可) 

3) 自らの研究関心、これまでの研究および実践の

内容、本研究プロジェクトへの参加に関する動機と

貢献できる点、抱負等をまとめた文書A4サイズ

3000字程度。 

4) 推薦書(A4サイズ1枚程度、指導教員または本

人の研究内容をよく知る者) 

9. 応募書類の提出期限: 2006年10月16日(月)必着。 

10. 応募書類の送付先: 

     〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1 お茶の水

女子大学COEジェンダー事務局(封筒には「COE研究員

応募書類」と朱書きのうえ、簡易書留で送付のこと) 

10. 選考方法: 書類審査のうえ、必要に応じて面接を

行う。 

11. 連絡先住所: 〒112-8610 東京都 文京区大塚

2-1-1 お茶の水女子大学 COEジェンダー事務局 

E-mail f-gens@cc.ocha.ac.jp 

TEL 03-5978-5547  FAX 03-5978-5548 

12. 備考: 任期2006年12月から2007年3月までの

4ヵ月(但し2008年3月まで継続可) 
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会員の著書等 
☆広田すみれ・増田真也・坂上貴之『心理学が描くリ
スクの世界（改訂版）』慶應義塾大学出版会, 2006年 

☆柳井晴夫･緒方裕光 編著 『SPSSによる統計データ解

析－医学・看護学・生物学・心理学の例題による統計

学入門』現代数学社,2006年3月 

☆上藤 一郎・森本 栄一・常包 昌宏『調査と分析のた

めの統計－社会・経済のデータサイエンス』丸善，2006

年． 

 ☆井上哲浩・日本マーケティング・サイエンス学会

[編]『Webマーケティングの科学－リサーチとネットワ

ーク－』，千倉書房，2007年 

 
学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。 

和文誌、欧文誌とも新編集委員会へ移行しました。 

新しい送付先にご提出下さい。 

 

和文誌「行動計量学」 
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 

今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

 

欧文誌:｢ Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 

大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係 

bsj-post@bunken.co.jp 

担当：貞明靖教 

Tel.03-5389-6209,Fax.03-3368-2822 

 

 

 

 

日本行動計量学会会員数 

(2006年 月 日現在) 

 
正会員          名 
準会員          名 
名誉会員         名 
賛助会員         社 
 
日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
編集後記 

 今号から、担当が下記の８名に替わるとともに、発

行が遅れておりました会報109 号と 110 号を合併号の

形で会員の皆様のお手元にお届けすることができまし

た。編集担当責任者の不徳といたす限りです。現在、

正規の発行に向け、誠意努力中でございます。ご容赦

くださりますよう、お願い申し上げます。なお、ホー

ムページおよびメーリングリストでは寄せられました

情報に対して、迅速に対応しておりますので、会員の

皆様におかれましては、ぜひともメーリングリストへ

の登録をお願い申し上げます。 

今まで同様、今後も皆様のご意見を伺いながら、会

員の皆様のお役に立てるような会報を目指していきた

いと考えておりますので、ご意見、ご要望などござい

ましたら、下記の会報原稿送付先まで、ぜひお聞かせ

ください。最後になりますが、これから３年間よろし

くお願いいたします。 

 
会報原稿送付先 

 皆様からの情報をお待ちしております。 
〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 
日本赤十字豊田看護大学 
西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 
TEL 0565-36-5111 
FAX 0565-37-8558 
 
 
                       
題字：林知己夫 
会報作成担当：前田忠彦・西川浩昭・菅野剛・田

中ゆかり・生田目崇・西山悦子・広田すみれ・行

廣隆次 




